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アリスタのコグニティブ・キャンパス・ネットワーク

最近の世界的難局により、企業のビジネス・ワークフローやキャンパス・ネットワークは不測の大転換を余儀なくされました。従業員とネッ

トワーク管理者は、新しいモデルの分散型キャンパス・ワークスペースへの対応に加え、ソーシャル・ディスタンスや接触追跡、これまで

以上にビジネス・クリティカルになったコラボレーション・ツールの利用拡大がもたらす、セキュリティやサポート、コラボレーションの課題

の変化にも適応しなければなりません。さらに、分散型労働において多様なユースケースが広がっているキャンパス IoTデバイスの展開

も急増しており、従業員の生産性向上や、ワークロード、従業員、物理的ワークスペースのモニタリング強化に活用されています。 

キャンパス・スイッチ LANおよび WiFi 技術の価格や性能の継続的な向上がインフラストラクチャ・アップグレードの重要な基準の 1 つで

はありますが、多くの負担がかかるNetOpチームやSecOpチームの日常的管理業務を軽減および効率化するために、自動化、テレメト

リ、意思決定支援分析も新たな重点分野になっています。また、展開、構成、修復の自動化により、ネットワーク管理者が真のゼロ・タッ

チ・ネットワーク展開と保守を実現できるようにすることも必要です。

ネットワーク管理者は、高品質で保守しやすく一貫性のある管理のもとに、テンプレート化された展開や業界のベスト・プラクティスと最高

水準のネットワークを構築できる、標準準拠のソリューションを必要としています。 

これらはキャンパス・ネットワークに必須の新しいビジネス要件になりました。企業の業務効率化が進むにつれ、固定電話、スマートフォ

ン、IPカメラ、セキュリティ、RF リーダー、アセット追跡設備など、さまざまな管理すべき IoTデバイスが急増しています。

アリスタのコグニティブ・キャンパス・アーキテクチャは、無線/有線 LAN 接続の域をはるかに超えて、分散化の進むワークスペースに従

業員が適応するための課題に対処します。従業員は社内リソースやクラウド・リソースにいつでもアクセスできる必要があるため、アリス

タのコグニティブ・キャンパスは安定した可用性の要件に応えて、ヒットレスのアップグレードとパッチ適用、ロスレス・フェイルオーバー、ク

ライアント接続問題の予防的修復を提供します。
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アリスタの高度な可視化は高セキュリティのリアルタイム状態ストリーミングに基づいており、スケーラビリティの高い SaaS ベースまたは

オンプレミスの NetDB データ・リポジトリ、オープン API、自動修復タービン、機械学習支援と組み合わせることで、エンタープライズ全体

のコグニティブ管理プレーン（CMP）を形成します。これはあらゆる有線/無線のインフラストラクチャ・アプリケーションにとって重要な機能

です。アリスタのコグニティブ・キャンパス・アーキテクチャは、テレメトリ、データベース、自動化、意思決定支援システム、オープン API

コード・ポイントを提供することにより、非常に高い可視性と履歴データに加え、パートナー・エコシステムからの最適なソリューションを管

理者にもたらし、現在のリモート・ワークスペースとオフィス・ワークスペースのスムーズな運用と拡大を支援します。 

図 1：コグニティブ・キャンパス・ネットワークの進化 

キャンパスにクラウドグレード原則を適用 

クラウド・コンピューティング時代の現在、ネットワークのプロビジョニング、運用、収益化は大きく変わってきています。既にデータセン

ターのベスト・プラクティスになったクラウドグレード原則の多くが、キャンパス・ネットワークにおいても評価、実装されつつあります。例え

ば、より効率的なリーフ/スパイン・アーキテクチャ、プログラマビリティの高い API ドリブンのネットワーク・オペレーティング・システム（日

常的な展開と構成のタスクの多くを自動化）、セキュリティ対策に役立つ豊富なリアルタイム・テレメトリ、予防的修復、ロケーション・サー

ビス、規制や業界標準に準拠するための専用アプリケーション（接触追跡）などです。 

図 2：ユニバーサルなクラウド・ネットワーク 
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リモート・オフィス・ワーカーに必要な性能要件は、毎分何千件ものトランザクションを処理する Webサーバーとは異なるものの、セキュリ

ティ、信頼性、トラフィックの可視化と分析、エクスペリエンス品質、問題軽減の必要性は共通です。そのため、キャンパス・ネットワークの

要件も、この 10年でデータセンター・ネットワークの要件と似通ったものになりました。 

コグニティブ・キャンパスの目的は、変化する環境に適応しながら、従業員の生産性を維持することです。主要パフォーマンス指標を可視

化し、マシンインテリジェンスを活用してコンプライアンス改善のトラブルシューティングと自動化を行うことで、キャンパスのエクスペリエン

ス品質を高めます。このコグニティブ・キャンパスは、信頼性と一貫性が高く、オープンで、他の主要ソリューションを活用するアーキテク

チャに基づいています。従来の非効率的なアーキテクチャには、脆弱で、展開と保守に費用がかかり、OS の機能セットと管理ツールが

異なるという問題がありましたが、この新しいアーキテクチャが提供する品質と一貫性により、管理者はこうした問題を回避できます。図 3

のように、従来型のアクセスとアグリゲーションとコアのトポロジを、フラットなキャンパス・リーフ/スパイン構成またはスプライン構成にす

ることで、コストと性能の効率を高めることができます。 

図 3： 3層レイヤと 1層キャンパス・リーフ/スパインまたは SplineTM 

キャンパス・アーキテクトにとって、VoIP、QoS、RADIUS、802.1X などの基本サービスと、リモート・アクセス、SAML/SSO、挙動

ベースのセグメンテーション、AI/ML によるトラブルシューティングなどの新しいビジネス・クリティカル・サービスがブラウンフィールド

環境で動作することや、全面的な刷新を避け、メーカー依存しないことも重要です。新しいアーキテクチャでは、セキュリティ、モニタリ

ング、セグメンテーションを強化できる最適なエコシステムを利用できる必要があります。 

キャンパスの設計者は、データセンターの設計者が活用しているデータセンターの自動化、テレメトリ、AI 機能でプロビジョニング、コン

プライアンス、豊富な可視化、マシン支援型トラブルシューティングを簡素化し、コンプライアンスとセグメンテーションを自動化する必要

があります。また、キャンパスの管理者にとっては、10/25/40/50/100G Spline アップリンクをサポートする費用対効果に優れたオープ

ン標準システムと、進化を続ける10/100M、1G、2.5～5MGig、WiFi6のアクセス技術を組み合わせる、クラウドグレード・プラットフォー

ムの価格および性能上の利点が重要になります。 

中間層のアグリゲーション・レイヤとコア・レイヤをフラット化すると、機器数とコストを削減するとともに、信頼性を高めることができます。次世

代のアクティブ/アクティブの動的負荷分散パスでは、スパインからリーフへの帯域幅使用率が向上し、性能と信頼性の両方が高まります。こ

れにより、信頼性と性能のどちらかを犠牲にするアクティブ/パッシブ・コントロール・プレーン・アーキテクチャの難点が解消されます。新しい

クラウド型キャンパス・リーフ/スパイン・アーキテクチャは、ネットワークのパフォーマンス低下や障害を防ぐ、ヒットレス保守と高い信頼性を

実現します。さらに、オープンな L2、L3、仮想オーバーレイの機能セットはスケーリング、相互運用、動的再構成を可能にし、ネットワーク設計

者はワークロードの多様化と円滑な進化に柔軟に対応できます。例えば、キャンパスにおける再構成可能なルート・スケールやオープン標準

ベース EVPN-VXLANサポートにより、管理者は 802.1q 4K VLANと統合できるとともに、その制限を超えて 1,600万のVNI（仮想ネットワー

ク・インターフェイス）を使用でき、デバイスとワークロードの増加に対応することができます。 
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MLAGアグリゲーション 

1990 年代には、グループ化されたキャンパス・ワイヤリング・クローゼット・スイッチの拡

張と管理を簡素化するために、メーカー固有のスタッキング・アーキテクチャが開発されま

したが、短命に終わりました。メーカー固有の複雑なハードウェア・アーキテクチャと高額

なケーブル・アクセサリが信頼性の低下とCapEX/OpEXの高騰を招き、ソフトウェア・ライ

フサイクル管理は弱く、デイジーチェーン方式で接続したネットワーク・デバイスのオー

バーサブスクライブによりパフォーマンスが低下してしまうからです。 

アリスタの EOS MLAGは、業界標準の LACP-LAGと動的負荷分散を採用し、スタックさ

れたスイッチに標準の経済的な 1～100G のイーサネットを使ってアクティブ/アクティブ接続を提供します。何千ものデータセンターで

フィールド検証済みのMLAGは、シンプルで、信頼性が高く、標準に基づいており、他の LAG対応デバイスと相互運用可能です。保守と

拡張はヒットレスであり、モニタリングとソフトウェア・ライフサイクル管理は、アリスタの CloudVision管理プラットフォームまたは他の業界

標準 DevOpsツールで簡素化されます。 

エンタープライズ向けのクラウドスケールのリアルタイム・テレメトリ 

現在のビジネス・クリティカル・アプリケーションには、有線接続および無線接続の分散型キャンパス・インフラストラクチャが使用されてい

ます。さらに、カメラ、モニター、センサー、セキュリティ・デバイス、その他のユーザー・クリティカル・アプライアンスなど、多様な IoT デバ

イスが急増しています。エンタープライズ・キャンパスの対象範囲も広がっており、ブランチ、リモート、ホームのワークスペースが加わっ

ています。そのため、サービス・レベルを維持し、ユーザーの生産性とアプリケーションのパフォーマンスを確保するには、キャンパス管理

者がインフラストラクチャ全体をモニタリングしてキャンパス・ネット全体のトラブルシューティング、コンプライアンス、修復を行える管理シ

ステムが必要です。管理アーキテクチャは可能な限りキャンパス・ワークスペース全体を対象とし、管理者とツールの可視性を高める包

括的なものである必要があります。 

また、キャンパス・アーキテクトは、多くの情報をより効率的に提供できる最先端のリアルタイム・モニタリング・サービスを評価する必要が

あります。リアルタイム・モニタリングを AI/ML パフォーマンス分析と組み合わせてワークスペース、インフラストラクチャ、ワークグループ、

アプリケーション、ユーザーを追跡すれば、運用チームが SLA を維持し、潜在的問題を特定または予測し、インフラストラクチャ投資を合

理化するのに役立ちます。これらを実現するには、クライアント、ワークグループ、およびアプリケーション・レベルのスループットとレイテ

ンシーのデータも含めた、バイト数やドロップ数だけでない包括的な状態ストリーミング・テレメトリをキャンパス・インフラストラクチャ・プ

ラットフォームが提供する必要があります。キャンパス・ネットワーキング・システムには、企業内の膨大なユーザーとアプリケーションの

フローについて、スループット、所要時間、レイテンシー、輻輳などさまざまな情報を収集してレポートする機能が必要です。そして、管理

者は、信頼性、パフォーマンス、管理性のいずれも妥協できません。 

当然ながら、テレメトリのイノベーションは、モニタリング・システムの進歩と表裏一体です。5 秒間隔であっても、SNMP のようなポーリン

グ・スキームは新しい分散型クラウドおよびキャンパスには遅すぎ、限界があります。表 1 で示すように、従来のスキームとは対照的に、

コグニティブなクラウドベースのテレメトリは、リアルタイム・ストリーミングとビッグデータ分析を組み合わせます。OpenConfig などのオー

プン・アーキテクチャは、gRPC/gNMI のような標準 API を使用して、豊富なストリーミング情報をすばやく効率的に提供します。パブリッ

シュ/サブスクライブ型エクスチェンジ・モデルは、更新された情報のみを共有するため、本質的に効率が高く、適応性に優れています。

データ共有モデルも先進的であり、データ定義（キー）とデータ値の両方を提供します。こうした組み合わせにより、このアーキテクチャで

は、テレメトリ処理とネットワーク負荷を削減しながら可視性を大幅に向上させます。 

表 1：新旧のテレメトリの比較 

従来型のアプローチ キャンパス・テレメトリ要件 

ポーリング方式（1～15分） リアルタイム・ストリーミング 

MIB定義に限定された状態スコープ 完全な状態履歴 

スイッチ単位、デバイス単位 ネットワーク全体が対象 

静的な個別のイベント。手動で相関付け 動的なイベント相関付け 
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多くのネットワーク事業者ベンダーがテレメトリと分析の価値を理解していますが、ネットワーク・データを効果的に作成、ストリーミング、

処理するように分析を設計したベンダーはほとんどありません。 

アリスタのコグニティブ・キャンパス・ネットワーク 

アリスタのコグニティブ・キャンパス・ネットワークのビジョンおよびフレームワークは、クラウド機能と最先端のマーチャントシリコンを活用し

て、展開、構成、可視化、トラブルシューティング、セキュリティを自動化するクリティカル・サービスを提供します。アリスタのコグニティブ・

キャンパスは、先進的なパートナーソリューションのエコシステムをサポートしつつ、スプライン、リーフ、およびワイヤレスのインフラストラク

チャ・プラットフォームと、テレメトリと分析の機能を、単一イメージの EOSで提供します。図 4をご覧ください。 

図 4：アリスタのコグニティブ・キャンパス - コグニティブWifi、PoEリーフ、Splineのプラットフォーム、EOS、CloudVisionに基づくコグニティブ管理プレーン 

1. フラット化したキャンパス・ファブリック向け Spline 

アリスタは、モジュール型の 7300X3プラットフォームおよび固定型の 7050X3プラットフォームにより、クラウドグレード機能を独自に

キャンパスに拡張しました。これらのスプライン・プラットフォームは、高可用性と簡素化を実現する各種のコグニティブ機能を提供す

るように設計されています。自己回復、ヒットレス・アップグレード、ライブ・パッチは、インフラストラクチャへの影響を防ぐコグニティ

ブ・アクションです。アリスタの Smart System Upgrade（SSU）機能では、プラットフォームにおけるキャンパス・トラフィックの処理を

維持したまま、スイッチ・オペレーティング・ソフトウェアの完全アップグレードを行うことができます。 

X3シリーズのスイッチは多様な接続オプションを提供しており、1～10G、マルチレート 10/25G SFP+、40G、50G、100G QSFP を

使用できます。このプラットフォームは、すべてのネットワーク・ポートで動的負荷分散とバッファ割り当てをサポートし、リンク障害や

輻輳、マイクロバーストによるデータ損失を回避します。スプラインは、静的または動的ポート・アグリゲーションをサポートするすべて

のデバイスに対応するため、インストール・ベース投資を維持および強化できます。 

2. コグニティブ・リーフ POEスイッチ 

アリスタは、CCS 750 シリーズのモジュール型スイッチのリリースにより、ワイヤリング・クローゼットの安全で高性能、高密度のコグ

ニティブ PoE 接続機能を拡張し、すべてのキャンパス・ユーザー・ワークロードに 10M～10G 接続、MACsec セキュリティ、セグメン

テーション、電力オプションを提供します。また、ユーザーのデスクトップ、POE アプライアンス、IoT デバイスで利用できるさまざまな

接続オプションが用意されています。マネージド 802.3af-t/bt 給電サービスは最大 60W の電力を供給し、10Mbps～1Gbps および

UTP使用時 100M～10Gbps（MGigを含む）の速度オプションで、さまざまなキャンパス・ワークロードに対応します。モジュール型の

SFPおよびQSFPアップリンクは 1Gbps～100Gbpsをサポートし、柔軟なネットワーク・アーキテクチャとスケーラビリティを実現しま

す。アリスタのすべてのプラットフォームと同様に、750 シリーズは、アリスタの共通バイナリ EOS を搭載し、MLAG、802.1Q、

EVPN/VXLAN 仮想化、基本的な QoS、セグメンテーション・サービスなど、レイヤ 2 およびレイヤ 3 の包括的なオープン標準機能

セットを提供します。Arista EOSがサポートする標準ベースの 802.1Xおよび RADIUSのアクセス制御と、LLDPデバイス識別サー

ビスにより、キャンパス内のアプライアンス、ユーザー、アプリケーションのアドミッションとセグメンテーションを自動化します。  
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7050X3および 7300X3 Splineと、CCS 720および 750シリーズは、同じシリコン・アーキテクチャを採用しており、動的トラフィック負

荷分散を備えたスケールアップ・ネットワーク、およびすべてのキャンパス・ワークロードのリアルタイム・フロー・モニタリングを提供す

るように設計されています。 

キャンパスの動的負荷分散では、従来の静的 5 タプル・ハッシュに加え、既存フローのレートに基づいて転送先を決定します。した

がって、新しいフローは使用率の最も低いリンクに割り振られ、前のフローが古くなると並べ替えられます。このパフォーマンス最適化

機能は、リンク・アグリゲーションをサポートするすべてのデバイスと相互運用して、問題のない相互運用性と移行を保証します。 

アリスタのキャンパス・スイッチは、リアルタイムのフロー・トラッカー・テレメトリも提供します。フロー・トラッカーは、CloudVision と

IPFIX APIをサポートし、インフラストラクチャ、デバイス、アプリケーション、ユーザー・データに関する大量の重要なパフォーマンス指

標をリアルタイムにキャプチャでき、SLAモニタリングとトラブルシューティングに役立ちます。キャンパス・リーフとスプラインのテレメト

リの組み合わせを利用すると、キャンパスのユーザーとデバイスによって生成されるバーストの発生しやすい多様なモバイル・トラ

フィックの急増を把握できるようになります。コグニティブ・キャンパスを強化する EOSの主な機能とその利点を図 5に示します。 

図 5：コグニティブ・キャンパス Splineおよび EOSの主な特長 

最後に、アリスタのキャンパス・プラットフォームは、動的に構成可能な統合フォワーディング・テーブル（UFT）により、レイヤ 2 とレ

イヤ 3 のさまざまなスケーリング要件に対応します。固定型の L2 MAC および L3 ルーティング・テーブルを使用する他の静的な

アーキテクチャとは異なり、X3/XPプラットフォームでは、L2 MACアドレッシング、L3ホスト・アドレッシング、または IPV4-6ルート・

テーブル・スケールに最適化された複数のプロファイルから選択できます。これにより、共通のプラットフォームをさまざまなキャンパ

ス・ユースケースに最適化できるため、設計の検討事項がシンプルになります。X3 シリーズはアリスタの他のプラットフォームと整

合性があり、ワイヤスピードの L2 VLAN、L3 ルーティング、および L2 over L3 VXLAN をサポートします。VXLANでは、VLANの

上限 4,000 をはるかに超える 1,670 万以上の業界標準 VXLAN 仮想ネットワークが可能です。キャンパス全体のワークグループ

の動的セグメンテーションは、CloudVision自動化が支援する.1Qおよび EVPNサービスによって実現されます。CloudVisionによ

り、セグメンテーションのオーケストレーションをデータセンターおよびクラウドのワークロードに拡張できます。 

3. コグニティブWiFiエッジ 

アリスタのWiFi向け分散データ・プレーン・アーキテクチャでは、管理性、テレメトリ、.1Qまたはオーバーレイ VXLANセグメンテー

ションをアクセス・ポイントに組み込みます。このコントローラレスのアーキテクチャは、アリスタの Wi-Fi6 ファミリー、コグニティブ・ア

クセス・ポイントの拡充とともに進化を続けています。新しい AP230シリーズの屋内および屋外用 2x2 APは、第 2世代 802.11ax

無線技術を採用し、アップストリーム/ダウンストリームMU-MIMOおよび OFDMA伝送を提供します。これにより、前世代のWiFi5

およびGen1 802.11axシステムと比べ、パフォーマンスとユーザー密度が大幅に向上します。これらの価格を抑えたアクセス・ポイ

ントは、第 3 ラジオスキャンとオプションの BLEがパッケージ化された AP250および AP260 プラットフォームを補完します。  
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ソーシャル・ディスタンスの影響に対応するために、キャンパス・ネット管理者は、セキュリティ・プロファイルを損なうことなく、ビジネ

ス・クリティカルな IT 機能のアクセス可能性を従業員に拡張する必要があります。アリスタのコグニティブ WiFi ソリューションでは

AP に標準 VPN オーバーレイ機能が提供され、キャンパス・ネットワークをブランチ、リモート、ホームのワークスペースに拡張でき

るようになりました。アリスタのWiFi APは、IPSEC トンネリング・サービスを使用して、主要な VPN コンセントレータ・ソリューション

と相互運用し、企業の既存のセキュリティ・インフラストラクチャの下でキャンパス・サービスを拡張します。CloudVision WiFi のゼ

ロ・タッチ・プロビジョニング（ZTP）サービスは、リモート・オフィスの AP展開を簡素化します。管理者はリモートで業務に従事する従

業員に AP を直送でき、従業員はデバイスをホーム・ネットワークに接続するだけで使用できます。アリスタのリモート・アクセス・ソ

リューションは、CloudVision WiFi による完全管理と AP によるオプションのイーサネット接続トンネリング・サポートにより、離れた

場所で作業する従業員に安全な接続性を提供します。 

図 6：コグニティブWiFiを分散型キャンパス・ワークスペースに拡張 

アリスタの幅広い WiFi6 プラットフォーム・ファミリーは、ワイヤレス・キャンパス・エッジに最大限のパフォーマンスと実用性とセキュリ

ティを提供します。アリスタのCloudVision WiFiマネージャーで、ロケーションおよびスキャニング無線とAI/MLヒューリスティックを組

み合わせることで、ネットワーク管理者はモバイル・クライアントのモニタリングとロケーションに関する新機能を利用できます。 

CloudVisionのWiFiマネージャーは、オンプレミスでもクラウド・サービスでも使用でき、従業員のエクスペリエンス品質を最適化する

のに役立ちます。CVP WiFiは、ネットワークとアプリケーションのパフォーマンスのモニタリングと修復に役立ち、ロケーションとセグメ

ンテーション、キャンパスの電波の確保とモニタリングを行います。 

次のような機能があります。 

クライアント・ジャーニー： 

• 接続トラブルシューティング・ダッシュボード。キャンパス・ユーザーの接続の問題をすばやく特定できます。このダッシュボードは、

WiFiのアソシエーション、認証、アドレス割り当てなど、アクセスに関するトラブルシューティングを簡素化します。 

• 推論ベースのWiFi クライアント問題診断 

CloudVision WiFiは、個別のクライアント・セッションに適用される AI/ML ヒューリスティックを利用して、WiFi クライアント・エクス

ペリエンスが低下する理由として考えられる原因を分析および診断します。図 7 に示すように、クラウドベースの推論ロボットがト

ラブルシューティングのヒントと修復手順の候補を管理者に提示します。これにより、トラブルシューティングの複雑さとダウンタイ

ムが軽減され、運用スタッフとクライアントの生産性が向上します。 
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図 7：クライアント推論問題解決 

• サイト別の推論ベース・トラブルシューティング 

• CloudVision WiFiの推論ツールは、対象を個別のデバイスから APおよびサイト・レベルの範囲に拡大し、ユーザー・グループや

ワークロードに影響を及ぼす問題の解決に利用できます。推論ロボットは AP、フロア、ロケーションをトレーニングし、ユーザー、

アプリケーション、またはサイトに共通する可能性のある問題の特定に役立ちます。電力設定、チャネライゼーション、干渉、イン

フラストラクチャ展開などの要素が解析され、修復手順が提案されます。 

• クライアントおよびインフラストラクチャ・ロケーション・サービス 

• 適切に実装したWiFi インフラストラクチャは、コグニティブ・キャンパス・ネットワークのアセットとリソースの場所を特定して管理者

とクライアントに提示します。アリスタのワイヤレス・プラットフォームは、WiFiおよびBLE技術を利用して、キャンパス内のクライア

ント・デバイスとインフラストラクチャ・デバイスの場所を特定し、マッピングします。CloudVision WiFi がデバイスを発見し、マッピ

ングされたキャンパス内の位置を特定します。管理者は、次の項目を特定するさまざまなフィルター/ビューを使用して、コグニティ

ブWiFiネットワークの表示を絞り込むことができます。 

› 遅いか、または断続的になっているクライアント 

› 信号が弱いか、エラー率やリトライ率が高いクライアント 

› 重要なアプリケーションのエクスペリエンス品質（QoE）の期待値を満たしていないクライアント 

› 接続に失敗しているクライアント 

› ユーザーのエクスペリエンス品質をモニタリングしている拡張アプリケーション 

› CloudVision WiFiでは、Webex、Skype、GotoMeeting、Hangoutsに加え、Microsoft Teamsや Zoomなどのコラボレーショ

ン・ツールもモニタリングも可能です。この拡張機能により、管理者はユーザーのコラボレーション・アプリケーションの生産性

を確認できます。 
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図 8：ビジネス・クリティカル・アプリケーションのエクスペリエンス品質 

アリスタはWiFiロケーション・サービスを活用してロケーション機能を強化し、従業員のロケーション・モニタリング要件を満たします。 

クライアント・ロケーション・モニタリング 

アリスタのコグニティブWiFi管理プレーンは、ユーザーとアプリケーション

のエクスペリエンス品質の向上と維持のために使用される多数のリアル

タイム・クライアント・テレメトリを収集します。CloudVisionの推論エンジン

は、RF信号データ、MACアドレス、マシン名、接続回数と接続時間、ロー

ミング状態、802.1X 認証、その他のさまざまなレイヤ 2～レイヤ 4 ネット

ワーク・データを蓄積データベースで調べ、状況に適したトラブルシュー

ティング支援と、NetOps 管理者の役に立つ KPI トレンド・レポートを提供

します。 

P-tracer という新機能により、CloudVision WiFi で豊富なリアルタイム・

データを利用できるようになりました。P-Tracer はポリシー・エンジンを介

して WiFi テレメトリを実行し、CloudVision WiFi の管理アクセスポイント

に接続されているクライアントを物理的に追跡します。P-Tracer は、接続

密度が事前定義されたしきい値を超える AP を特定します。また、

P-Tracerは APごとの滞在時間も提供します。P-Tracerの情報は、 

各種ロケーション・サービスに利用できる他、企業の重要な従業員を追跡するレポートも作成します。P-Tracer は、ソーシャル・ディス

タンスのルールの順守状況を測定したり、医療機関への接触追跡報告義務を遂行します。 

• WiFi追跡機能 

› ローグ・デバイスを防ぐワイヤレス侵入防止システム 

› 接続の問題を診断するアプリケーションおよびインターネット到達可能性ツール 

› WiFi リソースを損なわないWiFi電波状態スキャン・ツール 

› ゲストおよび BYOD用Webポータルを組み込んだ拡張テストおよびトラブルシューティング 

• CloudVision WiFiの接続トラブルシューティング・ダッシュボードに、一般的な問題を Web プロビジョニング・ポータルで診断でき

る機能強化が追加されました。診断ツールのクライアント・ジャーニー・スイートにポータルのアクセス性と機能が追加されたことに

より、分析の範囲は電波からアソシエーション、登録、ネットワーク・サービス、WiFiのエクスペリエンス品質にまで広がりました。 
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アリスタの CloudVision WiFi ツールは、コグニティブ管理プレーンから取得される包括的なテレメトリを利用することにより、分散型

キャンパス企業のすべてのセグメントについて、プロビジョニング、セキュリティ保護、トラブルシューティング、クライアントのエクスペ

リエンス品質の確保を能率化および自動化します。 

4. コグニティブ Arista EOS 

Arista EOS は、コグニティブ・キャンパス・ネットワークに共通のソフトウェア基盤を提供します。革新的な Extensible Operating 

System（EOS）は、クラウドグレードの制御、モニタリング、仮想化、スケール、信頼性を備えたベースラインの利点をキャンパスにも

たらします。アリスタ独自の自己修復アーキテクチャにより、ソフトウェアの不具合を切り分け、ライブ・パッチをサポートし、ヒットレス

のアップグレードとロールバックを実現します。キャンパスからクラウドまで、アリスタの製品ライン全体に同じ EOS バイナリ・イメージ

が使用されます。これにより、アリスタのお客様の何千ものデータセンター、クラウド、キャンパスのネットワークにおける EOSの品質

と信頼性が一貫して検証されます。 

EOS のオープン標準 API は、業界の主要な DevOps、モニタリング・ソリューションをサポートしています。アリスタの EOS アーキテ

クチャの中核となる NetDB は、ネットワーク全体の状態主導型パブリッシュ/サブスクライブ/通知データベースです。従来のポーリン

グ・スキームやプロセッサ間通信（IPC）スキームとは異なり、NetDBはすべての状態をリアルタイムで共有するように設計されていま

す。リアルタイム・データのストリーミングは包括的かつ効率的であり、オープンの JSON over HTTPを使用して、数千の状態変化を

1 秒未満間隔でモニタリング・プラットフォームに通信します。動的 JSON ディクショナリを実装することで、NetDB を動的に進化させ

て、新しい追加のキー/値情報をモニタリング・ツールと共有することができます。 

5. コグニティブ管理プレーン 

これまで、ネットワーキング・データ・プレーンとコントロール・プレーンの成熟度と堅牢性は大きく進化したものの、対応する管理プ

レーンはなかなか進化していませんでした。アリスタの CloudVision の基盤となるコグニティブ管理プレーン（CMP）では、アリスタの

すべてのプラットフォームを対象に、展開の自動化、インフラストラクチャ、ユーザー、アプリケーションのモニタリングの簡素化、エ

ラーの予測、中断の回避をリアルタイムで行うことができます。CloudVision はクラウド・コンピューティング、ビッグデータ、機械学習

の機能を利用して、すべてのネットワーク状態を経時的に収集およびアーカイブします。 

CloudVisionのコグニティブ管理プレーンは、すべての EOSキャンパス、クラウド、データセンター・プラットフォームからすべてのスト

リーミング情報を取得し、また、オープン APIを利用することでCloudVisionやその他のアプリケーション（カスタム開発のものやサー

ドパーティ製にも対応）とデータを共有できます。したがって、管理者はデータ・ドリブン型アクションおよび分析に最適なツールを柔軟

に利用できます。コグニティブ管理プレーンの API から伝達されるコマンドとテレメトリ・データにより、構成管理ツールでキャンパス・

インフラストラクチャを制御できます。アリスタの CMP を NetDBのスキーマおよびネイティブ OpenConfig API とともに利用した柔軟

な管理とアクションにより、標準、オープン性、柔軟性に関するお客様の要件を満たします。図 9をご覧ください。 

図 9：コグニティブ管理プレーン - ネットワーク分析とアクションを導くリポジトリ 
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コグニティブ管理プレーンでサポートする分析オプションは拡大を続けています。リアルタイムの状態ストリーミング（NetDB）と、

HbaseやKafkaなどのオープンソース・ツールに基づき、タービンと呼ばれるこれらのストリーミング・プロセッサは状態ストリーミング

の簡素化、タイムスタンプ設定、相関付けを行います。タービンは、可視化およびその他のマシン・プロセスにおけるネットワーク状態

の識別とアクション実行を強化します。ソフトウェア・コンプライアンス、リソース使用率、FRU の状態をモニタリングするタービンは、

パフォーマンス低下の兆候を示すパラメーターを追跡するだけでなく、予想される障害ポイントをオペレーターに予測して警告し、ネッ

トワーク・オペレーターの対応作業を支援することで総合的な信頼性を高めます。 

図 10：AI/ML予防的アラート 

アリスタのCMPは、標準の IPFIXとAccelerated SFlowストリーミングから、IoTアプライアンス、ユーザー、アプリケーションの状態

に関する豊富なテレメトリも収集します。このリアルタイム・データにより、以下のような管理者向けの新しいユースケースが実現でき

ます。 

• キャンパスのデバイス、ユーザー・アプリケーションの識別とインベントリ 

• VoIPや防犯カメラ・アプリケーションなど、重要なアプリケーションと IoT SLAのモニタリング 

• クリティカルなワークフローの特定およびそれらを保護するためのネットワークのセグメンテーション 

• デバイスやユーザーの不正動作の自動キャプチャおよび隔離 

キャンパス内の広範な分析 

従業員の環境によっては、組織または規制の要件に準拠するためにネットワーク・トラフィックのデータを完全にキャプチャする必要があ

る場合があります。アリスタの DANZ Monitoring Fabric（DMF）の分析ノードは、Netflow（V5および 9）、sFlow、IPFIXなどの標準デー

タ・ストリームの収集と分析を行うスケーラブルなソリューションを提供します。 
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図 11：広範なアプリ認識型予測分析のアーキテクチャ 

DMF の分析ノードは、さまざまな規模の企業のテレメトリ要件を満たせるようにスケーリングできます。DMF の分析プラットフォームは、

フォレンジック分析と機械学習の機能を提供して、ネットワーク・データのアグリゲーション、アーカイブ、分析の要件を満たします。DMF

分析は、アリスタが企業ネットワーク分析のために提供するトラフィックの取得、パケット・ブローカー、アーカイブ、処理を行う包括的ソ

リューションの一部です。 

AI ドリブンの脅威検知・対応： Awake 

企業内のクライアント・デバイスと IoT デバイスの数が爆発的に増えると、モニタリングされていない攻撃対象領域が増え、それに関連し

て悪意ある攻撃のリスクも高まります。情報セキュリティ・マネージャーには、エンタープライズ規模のデータ・フローを集約し、データ・プ

ローブやランサムウェア攻撃を示すトラフィック・パターンを持続的に検知できる AI/MLシステムを利用する以外に選択肢はありません。 

アリスタの最新のセキュリティ投資である Awake Security Platformは、コンテキストのないアラートではなく、SecOpチームに回答まで

提示できる高度なネットワーク検知・対応ソリューションです。Awake は、人工知能と人間の専門知識を組み合わせることで、分散型エン

タープライズ・ネットワーク全体にトリアージ、デジタル・フォレンジック、インシデント対応をサポートしながら、内外の攻撃者の行動を自律

的にモデル化し、検知します。 

Awake Security Platform は、数十億のネットワーク・セッションを詳細に分析して、ネットワークのすべてのデバイス、ユーザー、アプリ

ケーションを自律的に検出、プロファイリング、分類します。次に、Awake は多次元機械学習アプローチを使用して複雑な敵対的動作を

モデル化し、エンティティ、時間、プロトコル、攻撃段階を関連付けます。Awake では、従来型のネットワーク検知・対応ツールのように教

師なし学習を中心として「正常」のベースラインから外れた異常を検知するのではなく、エンティティの動作を組織の同等グループおよび

他の部分と比較します。これにより、偽陽性と偽陰性の少ない脅威検知が可能になり、トリアージ、インシデント対応、および修復に必要

なコンテキストと意思決定支援データも提供されます。独立したテストにより、こうした差別化要因が実証され、Awakeの正確性が 2倍以

上高く、他の NDRシステムよりも運用オーバーヘッドが約 1500％低いことが示されています。 
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図 12：アンサンブル機械学習による脅威の検知、認識、対応 

Awakeのモニタリング・センサーは、DMFモニタリング・ファブリックから、またはインフラストラクチャ・デバイスから直接、ミラーリングされ

たパケットを使用します。機密データがネットワークの外に出ることのないように、Awake Sensors はローカルに展開されます。センサー

は、要約されたメタデータを Awake Nucleus に送信します。Awake Nucleus はオンプレミスまたは Awake クラウドに展開できます。

Awake Nucleusは、Awakeの EntityIQテクノロジーを利用して、ネットワークに接続されたデバイスとそれらのネットワーク関係のグラフ

を作成します。 

EntityIQ は、これを実現するためにデバイス通信を分析し、AI を使用してトラフィック・フロー・データからデバイスを検出します。Awake

は EntityIQ を使用して、敵対的モデリングですべてのデバイスを分析します。Awake は、使いやすい AMI インターフェイスを使って管理

者がカスタマイズできる事前構成済みの敵対的モデルを提供します。最後に、Awakeの Avaエキスパート・システムは、調査と修復のプ

ロセスを自動化します。 

CloudVision用コグニティブ NetDB 

CloudVision のネイティブ機能に加え、プラットフォームのオープン・アーキテクチャにより、業界リーダーやテクノロジー・イノベーターの

パートナー・エコシステムからの脅威検知やネットワーク・アクセス制御サービスなどの拡張機能を統合できます。 

図 13：最適なソリューションをサポートするオープン・アーキテクチャ 
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CloudVision の構成管理、自動化、モニタリング、分析ツールのスイートにより、ネットワーク管理者は、設計の簡素化、展開の自動化、

インフラストラクチャとワークロードのモニタリングの能率化、問題の予測、中断の回避ができるようになりました。CloudVision は、組織

の運用要件と予算要件に合わせて、オンプレミスに展開するか、クラウドベースのサービスとして展開することができます。 

強力なコグニティブ管理プレーンの主な機能は次のとおりです。 

• ネットワーク・ビュー：Arista CloudVisionは、ストリーミング・テレメトリを使用するすべてのアリスタ製品をフルサポートしますが、標準

のSNMP MIBを使用して従来の管理プレーンからデータを収集することもできます。CloudVisionタービンは、Hadoop時系列データ

ベースでデータをカタログ化し、さまざまなデバイス・ビューまたはトポロジ・ビューで実用的な情報を提供します。 

• 状態履歴：オペレーターは、任意のデバイスの任意の時点からの状態をすべて確認できます。履歴の可視化は、一時的または断続

的な問題のデバッグに非常に役立ちます。 

• 機械学習：CMP は機械学習アルゴリズムをサポートして、異常な動作の根本原因の可能性に関する重要なアラートを自動的に識別

します。 

• マルチベンダー・スケーラビリティ。サードパーティ独自の CMP を提供して、独自の利点をお客様に提供することができます。複数の

CMP クラスタを複製および分散して、複数の組織的または地理的ドメインに適切に対応できます。 

• カスタマイズ可能な構成画面でテンプレートを利用するプロビジョニング：CVP の幅広いプログラマビリティにより、組織独自のワーク

フローに合わせて「デイ・ゼロ」のプロビジョニングと「デイ・n」の変更管理を管理者が構成することができます。ネットワーク・アーキテ

クトは、カスタム・プロビジョニング・ワークフローを作成するか、アリスタの Github ツール・ライブラリにある既存のテンプレートを利用

するか、カスタムメイドのワークフローをアリスタの EOS+サービス・チームまたはエコシステム・パートナーに委託することができま

す。 

• 構成とイメージのアーカイブおよび変更管理/自動バグ修正：CVPのAI/MLタービンは、アーカイブされている構成とイメージのデータ

セットとアリスタのオンライン・バグ・データベースを使用して、影響が発生する可能性のあるバグと稼働中の構成を相関付けます。さ

らに、CVPのコンプライアンス・マネージャーが脆弱性を管理者に警告し、実行可能な解決策を提案します。 

• インサービス・ロールアウト：管理プレーンは管理対象デバイスのコントロール・プレーンから独立しているため、物理インフラストラク

チャに依存せずに CloudVision を管理できます。管理プレーンはアプリケーションに影響しないため、低いリスクでアップグレードでき、

頻繁に新しい機能を展開できます。 

• 高可用性：CMP のクラスタには同一デバイス・セットの状態が一緒に取得されるため、クラスタのノードの 1 つに障害が発生しても、

引き続きデバイスを管理できます。 

• クロスクラスタ認識：状態のエクスポートにより、あるクラスタでのアプリケーションの実行を別のクラスタの状態に基づいて行うことが

できます。 

• プログラム可能な拡張性：コグニティブ管理プレーン（CMP）が提供する豊富なテレメトリ API により、ユーザーとアリスタのパート

ナー・エコシステム・プロバイダーは CloudVision の機能を拡張したり、CloudVision の Netdb を使用してサードパーティ・アプリケー

ションを強化できます。 

  

 

  



ホワイトペーパー 

 

 

 

 
 

コグニティブ・キャンパス：クライアントからクラウドまでのユースケース 

最新のフロンティアをサポートするキャンパス・ネットワークの変革により、数々の新しい使用例とユースケースが生まれています。 

• 分散型キャンパスの従業員のモニタリング 

• ホットスポットを特定するフロー追跡 

• 監査からセグメンテーションまでのセキュリティ強化 

• クライアントからクラウドまでの自動化の強化 

いくつか例を紹介します。 

1. 分散型労働の接続とモニタリング 

WiFi アクセス・ポイントでサポートされる標準の IPSEC トンネリング機能により、リモート・ワーカーは安全にキャンパス・ネットワーク

に接続して企業リソースへのフルアクセスができます。これにより、顧客サービス・チームなどのワークグループが安全で簡単な方法

で重要な CRMシステムやナレッジベース・システムにアクセスでき、安全なリモート・ワークが可能になります。 

図 14：既存の VPN コンセントレータを使用したリモート接続 

アリスタのゼロ・タッチ・プロビジョニング（ZTP）は展開を簡素化します。管理者が、テンプレートを使用した構成に WiFi および VPN

のセキュリティ・プロビジョニングと認証情報を含めておくと、AP がインターネットに接続されたときにこれがダウンロードされます。プ

ロビジョニングは簡素化され、自動化されます。リモート・ワーカーは直送された APをプラグ・アンド・プレイで接続できます。 

アリスタの革新的なP-tracerは、コグニティブ管理プレーンで収集されるWiFiテレメトリを使用して、キャンパス・オフィス内のエッセン

シャル・ワーカーの動きを追跡します。図 15をご覧ください。 
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図 15：エッセンシャル・ワーカーの追跡とレポート 

ワーカーの位置情報は CloudVision のデータベースに保存されるため、組織でソーシャル・ディスタンスの準拠状況を監査したり、規

制で定められた接触追跡レポートを必要に応じて提出したりできます。 

2. コグニティブ・ユースケース - インテリジェント・モニタリング 

図 16：CloudVisionによるクライアントからクラウドまでのテレメトリ可視化 

キャンパスLANおよびWiFiプラットフォームが提供するリアルタイムのユーザー/IoTアプライアンス・フロー追跡とリアルタイムのネッ

トワーク状態テレメトリにより、管理者は主要なパフォーマンス指標をモニタリングして、コグニティブ・キャンパス・ネットワークのサー

ビス・レベルを維持することができます。デバイス・アナライザと IoTvisionは、ポート接続を可視化し、ネットワーク、アプリケーション、

IoT/ユーザー・フロー・データを相関付けます。これにより、パフォーマンスやセキュリティの問題を特定して修正することができます。

管理者は、問題がアプリケーションやユーザーに悪影響を及ぼす前に、タイムスタンプ付きのデータを使用してネットワークのホットス

ポットを特定し、修正することができます。 

IoTvision：CloudVision のデバイス・アナライザを進化させた IoTvision では、有線または WiFi でネットワークに接続しているすべて

の IoTデバイスに可視化、分類、モニタリングが拡張されます。CloudVisionの分析タービンは、フロー・トラッカーと SFlowセッション

のテレメトリに基づいて、あらゆる種類のアプライアンス（センサー、セキュリティ・デバイスやモニタリング・デバイス、一般的なオフィ

ス・アプライアンスやその他の専用アプライアンスなど）の識別、場所の特定、相関付けを行います。IoT トレーサーのデータベース機

能ではさまざまな検索条件を使用してアプライアンスをカタログ化できるため、デバイスの特定、通信セッションの確認、MAC/IP 詳細

情報やその他のシグネチャ（可能な場合）の特定を行うことができます。  
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ビジネス・クリティカルなユーザー・アプライアンス、セキュリティ・アプライアンス、および環境アプライアンスのステータスややり取りを

把握する必要のある管理者にとって、IoTvisionは重要なアセットになります。 

図 17：キャンパス IoTデバイスにモニタリングと可視化を拡張 

3. コグニティブ・ユースケース - 包括的なキャンパス・セキュリティ：認証から、セグメンテーション、WIPSまで 

キャンパスのセキュリティ責任者は常に、セキュリティ要件と従業員の生産性のバラン

スを心がけています。組織のワークフローも最適なセキュリティ・ソリューションに影響

します。キャンパス管理者と情報セキュリティ担当者がセキュリティとアクセス性のバ

ランスを最適化するには、さまざまな認証情報、シングル・サインオン、IoT 中心の動

作認証システムを提供するセグメンテーション・パートナーの大規模なエコシステムを

サポートするキャンパス・ネットワーキング・ソリューションが必要です。 

複雑でベンダー独自のセグメンテーション・スキームとは異なり、オープンな標準ベー

スの 802.1qセグメンテーション・サービスと VXLANベースの EVPNセグメンテーショ

ン・サービスを組み合わせることにより、キャンパス全体のマルチベンダー環境で、重

要なワークロードのセキュリティ保護や、疑わしいワークフローの分離を行うことがで

きます。異常なワークフローには、CloudVision が提供する Macro Segmentation 

Services（MSS）機能セットまたはアリスタのエコシステム・パートナーのトラフィック・

ステアリング機能およびセグメンテーション機能を利用できます。他のワークロードに

影響なくセキュリティ・ポリシーを適用できるように、キャンパスは動的に構成されます。これにより、キャンパス・ネットワーク管理が簡

素化され、標準のトラフィック・セグメンテーション技術を使用してセキュリティの適用を自動化することができます。 

WiFi へのアクセスが容易になると、キャンパス管理者にとってはセキュリティの課題が常に存在することになります。キャンパスの電

波のセキュリティを確保するには、コグニティブ WiFi システムでセキュリティ・スキャンを自動化し、安定したカバレッジを提供し、実用

的な脅威評価を実行する必要があります。アリスタのコグニティブ・ワイヤレス侵入防止（WIPS）は、包括的なアーキテクチャを提供

します。まず、エッジの専用スキャン・リソースから始まり、テレメトリがアリスタのコグニティブ WIP タービンに渡されます。タービンは

パフォーマンスと脅威の評価を常にログ記録、処理、合成して、キャンパスWiFiのセキュリティと可用性を確保します。 
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図 18：コグニティブWiFiの侵入検知/防止などの主要機能 

さらに、Awake Security Platformを展開すると、エンドポイント・セキュリティ・プロバイダーやファイアウォール・プロバイダーなどさま

ざまなパートナーとの統合により、継続的なセキュリティ・モニタリングと脅威検知・対応を行うことができます。 

4. コグニティブのユースケース：コンプライアンス、監査制御、予測分析 

図 19：コンプライアンスと修復の簡素化と自動化 

サーバー管理とネットワーク管理の両方における DevOps ソリューションの価値は、数多くのデータセンターで実証されています。統

一されたソフトウェア・プラットフォームの管理に DevOps システムを使用した場合、エラーが減り、展開時間が短縮されたという実績

もあります。 

ただし、DevOps の活用においてもデータ分析によって TCO をさらに削減できる可能性があります。システム構成のデータベースを

バグ・データベースと照合することにより、中断が発生する前に潜在的な脆弱性を特定して管理者に警告することができます。構成と

オペレーティング・システムが統一されていて一貫性がある場合、コグニティブ・コンプライアンス・チェックはより効果的であり、分散

型キャンパスには特に有効です。CloudVisionのコンプライアンス・ダッシュボードは、コグニティブ監査の実行に役立ちます。 
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システム構成と実行中の OS イメージをアリスタのバグ・トラッカー・データベースと比較し、コンプライアンスの問題の可能性を検出し

ます。図 20をご覧ください。これにより、潜在的な脆弱性の存在を前もって管理者に警告し、重大なインシデントが発生する前に修復

オプションを提示します。CloudVision による VLAN、MAC、またはルート・メトリックの事前および事後の差異の予防的可視化は、監

査制御に貴重な機能を加えます。 

図 20：コグニティブ・チェックでコンプライアンスの意思決定を簡素化 

予測分析： 

すべての分析システムの品質と実用性は、取得するテレメトリによって大きく左右されます。そのため、CloudVision のイベント・モニ

タリングは、障害が発生する前に異常を検出し、修正アクションの必要性を管理者に警告できるようにします。 

図 21：リアルタイム・テレメトリと分析を組み合わせてサービス中断を予防 

NetDBは EOS内のすべての状態を収集するため、CloudVisionの予測分析は包括的な範囲を対象とします。リアルタイム・テレメト

リにより、AI/ML タービンの分析の忠実度と、生成されるアラームの適時性の両方が向上します。CVP で提供される Webhook およ

び使いやすい API を使用すると、ネットワーク・オペレーターが選択するアラート・システムに通知を渡すことができます。 
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5. コグニティブのユースケース：キャンパスでのゼロ・タッチ・プロビジョニング（ZTP）

従来のキャンパス・ネットワークには一貫性がなく、不満が高まっています。キャンパス管理者は、コンピューターやスマートフォンか

らのユーザーのトラフィックを管理するのに苦労しており、さらに、ID カード・リーダー、防犯カメラ、環境制御装置などさまざまな機器

からのミッション・クリティカルな IoTトラフィックの課題にも直面しています。情報のセキュリティと保護は最重要課題ですが、極端な対

策は正当なアプリケーションに対する悪影響や完全な破壊につながる可能性があります。さらに、従来型の異種混合インフラストラク

チャの管理はそれだけでもフルタイムの仕事になるほど複雑です。この場合、管理者は多層ネットワークの部分ごとに異なるプラット

フォーム・イメージを認定しなければなりません。

アリスタのコグニティブ・キャンパス・アーキテクチャは、クラウド・ネットワーキングの原則を拡張して、ユーザーと管理者のニーズを満

たすように設計されており、自動化されたエンドツーエンドの構成ビルダーとオーケストレーション・サービスはキャンパス・エッジ全体

で一貫しています。図 22をご覧ください。 

図 22：クライアントからクラウドまでの堅実な自動化ステップ 

アリスタの ZTPは、CloudVisionテンプレートと連携して、新しいインフラストラクチャとクライアントのオンボーディングを迅速化すると

ともに、企業のWiFiと有線 LAN全体のQoS、ユーザー、ゲスト、および IoTセグメンテーション・ポリシーを簡素化します。プロビジョ

ニングのテンプレートと自動化スクリプトを使用することにより、分散型エンタープライズ・ワークスペース全体で、基盤となるファブリッ

クおよびオーバーレイ・ワークグループ・セグメントの定義と展開を簡素化できます。CloudVisionのWiFiと有線LANの統合トポロジ・

ビューと併せて、キャンパス・ネットワーク全体の豊富な可視化がシンプルなトラブルシューティングを実現します。 

CloudVision 独自のコンプライアンス管理ツールは、ミッション・クリティカルな展開に非常に有効です。キャンパス・インフラストラク

チャに対するセグメンテーション構成が自動的にプッシュおよび有効化されるため、包括的なデータ・プレーンの一貫性が確保されて

主要な NACソリューションで利用できます。 
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分散型キャンパスにおける生産性の課題を解決 

ソーシャル・ディスタンスがもたらす新しいキャンパス・ユースケースの大転換は、企業全体の入念な評価を必要とします。従業員コラボ

レーション・ツールや会議ツールへの依存度が高まり、従業員を分散させるとともにエッセンシャル・ワーカーを追跡するツールに投資す

る必要性も生じたことにより、保証を必要とするビジネス・クリティカルなアプリケーションのリストが大幅に増えました。これまでの脆弱で

複雑な設計を統一ネットワーキング・システムへと進化させ、そうした進化に適応すると同時に TCO を削減する必要があります。アリスタ

の拡張されたキャンパス・プラットフォーム・ポートフォリオは、ユニバーサル EOS を実行し、CloudVision で管理され、コグニティブ管理プ

レーンの革新的なテレメトリを利用することにより、分散した従業員とネットワーク管理者に次世代レベルのパフォーマンス、信頼性、セ

キュリティ、自動化を提供します。

他社の誇大宣伝を伴うインテント・ベース・ネットワーキングと、アリスタの実用的なコグニティブ・ドリブンな取り組みとの違いは明らかで

す。アリスタのクラウドグレードの EOS、CVP、そしてコグニティブ・キャンパスの LAN および WiFi プラットフォームにより、ネットワーク・

リーダーと IT マネージャーは適応性の高いコグニティブ・キャンパス・アーキテクチャを実装して、現在と将来の課題に対応できます。

アリスタネットワークスジャパン合同会社

〒100-0004 東京都千代田区大手町 1-7-2 東京サンケイビル 27F 

Tel:03-3242-6401 

西日本営業本部 

〒530-0001 大阪市北区梅田 2-2 ヒルトンプラザウエストオフィスタワー 19F 

Tel: 06-6133-5681 
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Japan-sales@arista.com 
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